
とも，内部自由度を有する工学システムに関して個々の

システムの特殊性を生かした解析手法を確立すること，

ネットワークの容量修正問題に関してさらに一般的な問

題に対する算法を構成することなどにより，より多くの

現実問題が本論文の手法に沿って解かれることが期待さ

れる.
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ンのマニュアルは， メーカーの担当者が書くため，非常

にわかりにくく，すこぶる評判が悪い.これは日本に限

ったことではないらしい.
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最近英国の出版社で素人の青少年にマニュアルを書か

せて成功したという話しが新聞に載っていた.これはた

いへん大切なことを示唆しているように思う.今までの

マユュアルには，なぜか一番大切なことが抜けていたの

ではないだろうか.コンピュータにとって常識的なこと

は.かれていないのである.

といって，マヱュアルは細かく詳しく書いであれば良

いとレうものでもない.何も知らない者がマニュアルだ

けでマスターできるわけではないし，逆に良く知ってい

る人にはマエュアルは不要なので、ある.どうせ書くのな

ら「大切なことだけを書く J ことだ，ただし，その対象

としている人にわかるようにだ.それを「必要な時に役

に立つように書く」ことである.わからないことがどこ

に書いであるか探せる人には，マニュアルはいらない.

これらは「使う側に立って書く j ことであると言って良

L 、と思う.

情報処理に関係している者にとって，コミュニケーシ

ョンの大切さは，わかっているつもりでも，実際やって

いることは逆行していることが意外と身のまわりには多

いものである.
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